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船舶事故調査報告書 

 

                               令和８年７月１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 令和７年１２月１０日 １６時５６分頃以降 

発生場所 鳥取県岩美
い わ み

町田後
た じ り

港北方沖（甲板員Ａの落水した場所） 

田後灯台から真方位３５８°３５.６海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３６°１１.４′ 東経１３４°１７.５′） 

事故の概要 漁船開
かい

福
ふく

丸の甲板員は、操業中、落水して行方不明となり、後日、

除籍された。 

事故調査の経過 令和７年１２月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 開福丸、１８トン 

ＨＧ２－２８８０（漁船登録番号）、開福漁業有限会社（Ａ社） 

１７.４２ｍ（Lr）×４.３８ｍ×１.５９ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、５８９kＷ、昭和５１年７月 

第２５１－１６６７４号（船舶検査済票の番号） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ７５歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５３年３月３１日 

  免許証交付日 令和７年６月１０日 

         （令和１３年３月２３日まで有効） 

甲板員Ａ ６０歳 

 二級小型船舶操縦士 
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  免許登録日 平成２５年８月３０日 

  免許証交付日 令和５年７月７日 

         （令和１０年８月２９日まで有効） 

甲板員Ｂ ６４歳 

 死傷者等 死亡 １人（甲板員Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風速 約２m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、水温 約１８℃ 

日没時刻：１６時４８分頃、常用薄明終了時刻：１７時１７分頃 

 事故の経過 本船は、船長、甲板員Ａ及び甲板員Ｂほか２人（以下「甲板員Ｃ」

及び「甲板員Ｄ」という。）が乗り組み、べにずわいがに
．．．．．．．

かご漁（兵

庫県知事許可）（以下「かにかご
．．．．

漁」という。）の目的で、令和７年 

１２月１０日０２時３０分頃、田後港北方沖の漁場に向けて、兵庫県

香美
か み

町香住
か す み

漁港を出港した。 

かにかご
．．．．

漁は、籠（上部直径約８０cm、下部直径約１３０cm、高さ

約６０cm、重さ約１０kg）を、幹綱に約６０ｍごとに編み込まれた枝

綱にそれぞれ１個ずつ、計２００個取り付け、海底に数日間設置して

漁獲する漁法である。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ かに
．．

かご
．．

漁の全体図 

 

本船では、籠２００個を右舷側通路上に船首から後部甲板にかけて

１列に並べ、幹綱は、直径約１ｍ、高さ約１.５ｍのコイル状にした

ものを約１０個、後部甲板上に積み上げていた。 

本船は、田後港北方沖約３０Ｍの漁場で、１５時２０分頃から北北

西進しながら、籠の投入作業を開始した。 

船長は操舵室で操船を行い、甲板員Ｂは後部甲板の中央で指揮して

いた。甲板員Ａは右舷側通路に並べた籠の船首側に立ち、籠１個の下

部を両手で持ち、甲板員Ａの船首方に位置する甲板員Ｃに手渡す作業

を、甲板員Ｃは甲板員Ｂによる笛の合図で籠１個を海面に投げ入れる

作業を繰り返した。籠の投入が進むにつれ、甲板員Ａ及び甲板員Ｃは

徐々に船尾方に移動していった。 

幹綱（直径２４mm長さ約１４km） 

枝綱（直径１２mm長さ約１０ｍ） 

取り付け間隔約６０ｍ 

ボンデン 

水深 
約１０００ｍ 

籠
．
（１個約１０kg ２００個） 

海底面 
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（図２、図３、写真２、写真３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 甲板員の配置状況（投入作業中盤時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 甲板員の配置状況（事故発生時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 籠投入作業時の甲板員の位置（再現） 

 

 

甲板員Ａ 甲板員Ｂ 

甲板員Ｃ 枝綱 

幹綱 

甲板員Ｂ 

甲板員Ｃ 

甲板員Ａ 

幹綱 

枝綱 

甲板員Ｃ 

甲板員Ｂ 

甲板員Ａ 

籠 

枝綱 

右舷 
ブルワーク 

船尾 

右舷側通路 
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写真３ 甲板員Ａが甲板員Ｃに手渡す際の籠の状況（再現） 

 

１６時５６分頃、船上の籠が残り３個となり、甲板員Ｃが籠を海面

に投げ入れた際、甲板員Ｂ及び甲板員Ｃは、甲板員Ａが持っていた籠

を手で押し出すような格好で籠と一緒に落水するのを目撃した。 

甲板員Ｃは、操舵室にいた船長に「ゴーアスタン（後進）」と声を

掛け、甲板員Ｂは、漁具が本船の推進器に絡まないようにしながら、

落水して船尾方に離れていく甲板員Ａを目で追っていた。 

船長は、掛け声を聞いて左舷側通路を通って後部甲板に移動し、甲

板員Ｂから甲板員Ａが落水したことを聞き、操舵室に戻り本船を後進

させた。 

甲板員Ｂは海面上で浮いていた甲板員Ａの頭部付近を見たが、本船

が後進し、甲板員Ａの姿が見えた場所付近に戻った頃には甲板員Ａは

見えなくなっていた。 

船長は、甲板員Ａの姿が見えた場所付近を中心に本船で捜索を行っ

たものの、甲板員Ａを見付けることができず、１７時４１分頃、  

１１８番通報した。 

船長は、１８時１７分頃、Ａ社の所属する漁業協同組合（以下「漁

協」という。）に甲板員Ａが本船から落水したことを連絡した。 

本船は、海上保安庁の巡視船が本船付近に到着した後も捜索を続け

たが、気象が悪化する予報のため、１１日０５時３０分頃、香住漁港

に帰港した。 

１２日までは海上保安庁の巡視船艇及び航空機が、１３日は本船及

び僚船も加わって、甲板員Ａの専従的な捜索を行ったが、甲板員Ａを

発見することはできなかった。 

本船は、１３日に籠を揚収したものの、事故の痕跡は見付けられな

かった。 

甲板員Ａについては、後日、死亡届が受理され、除籍された。 

下部直径 
約１３０cm 
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 その他の事項 (1) 事故時、海面上は穏やかで、船体の動揺はほとんどなかった。 

(2) 本船 

① 甲板員Ａが作業していた後部甲板右舷側通路付近には、ゴム

製マットが敷かれており、通路の幅は約１１２cm で、右舷ブル

ワーク上端までの高さは約８０cmであった。（写真４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 甲板員Ａが作業していた後部甲板右舷側通路付近の状況 

 

② 救命浮環は、操舵室前部壁面及び操舵室後部の物入れにそれ

ぞれ設置されていた。 

(3) 甲板員Ａの状況 

甲板員Ａの船員手帳の健康証明書欄には、次のとおり記載され

ていた。 

身長：１５９.３cm 

体重：４７.８kg 

業務歴：漁労に係る業務、船舶の運航に係る業務 ３０年 

運動機能：正常 

（判定：令和７年６月３０日、有効期限：令和８年６月２９

日） 

(4) 乗組員の経験 

甲板員Ｂによれば、甲板員Ａは、底引き網漁に従事した後、本

船でかにかご
．．．．

漁に従事し、約３年の経験があった。 

船長は、約５７年の漁業経験のうち、かに
．．

かご
．．

漁については十

数年の経験があった。 

甲板員Ｂは、約４６年の漁業経験のうち、かに
．．

かご
．．

漁について

は約２５年の経験があった。 

甲板員Ｃは、約４３年の漁業経験のうち、かに
．．

かご
．．

漁について

は約１０年の経験があった。 

約 80cm 

約 14cm 

約 112cm 

約 6.5cm 

船尾 

右舷 
ブルワーク 

甲板員Ａが 
作業してい

た場所 
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(5) ２個の籠が同時に舷外へ落下する状況 

甲板員Ｂによれば、自身のかにかご
．．．．

漁の経験の中で、籠１個を

海面に投げ入れた際、準備していた別の籠が同時に舷外へ落下す

るのをごく稀
まれ

に見たことがあり、枝綱に撚
よ

りがかかったように 

なって籠に引っ掛かることがあったが、甲板員Ａが落水した際に

籠がどのような状態であったかは分からなかった。 

(6) 乗組員の服装、作業用救命衣の着用状況等 

甲板員全員は、作業服上下、合羽、帽子、ゴム長靴及び手袋を

着用していたが、作業用救命衣は着用していなかった。 

船長は、主に操舵室にいて、作業用救命衣は着用していなかっ

た。 

甲板員Ｂ及び甲板員Ｃは、操業時、暑さを感じたり、作業しづ

らかったりして作業用救命衣を着用しないことがあり、船長は着

用の判断を各甲板員に任せていた。 

漁協担当者によれば、漁協はＡ社を含む組合員（船舶所有者及

び所属船舶の船長）に対し、作業用救命衣を着用するよう指導し

ていた。 

船員労働安全衛生規則（昭和３９年運輸省令第５３号）では、

船舶所有者に対し、甲板上で漁ろう作業を行わせる場合、作業従

事者に墜落制止用器具又は作業用救命衣を使用させること及び船

員に対し、漁ろう作業において墜落制止用器具又は作業用救命衣

の使用を命ぜられたときは、墜落制止用器具又は作業用救命衣を

使用しなければならないことが定められている。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

なし 

なし 

(1) 甲板員Ａは、行方不明となり、後日、除籍された。 

(2) 甲板員Ａが作業していた後部甲板右舷側通路付近のブルワーク

の高さは約８０cm で、甲板員Ａの身長が約１５９cm であったこと

から、甲板員Ａは作業中、上半身の約７９cm が右舷ブルワークの

上方にあったものと考えられる。 

(3) 甲板員Ａは、甲板員Ｃに手渡す籠１個の下部を両手で持って準

備しており、籠の網目に指が掛かっていた可能性が考えられる。 

(4) 甲板員Ｃが籠を海面に投げ入れた際、甲板員Ａが持っていた籠

も同時に舷外に落下し、甲板員Ａが籠を押し出すような格好で落

水するのを甲板員Ｂと甲板員Ｃが目撃していることから、甲板員

Ａは、持っていた籠の網目に指が掛かり、籠に引っ張られて落水

したか、又は持っていた籠が落ちそうになるのを止めようとして

舷外に身を乗り出し、体勢を崩して落水した可能性があると考え
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られる。 

(5) 甲板員Ｃが投入した籠の枝綱は、甲板員Ｃが保持する場所から

右舷の外舷を通って後部甲板上の幹綱につながっており、また、

甲板員Ａが保持していた籠の枝綱は、甲板員Ａよりも船尾側から

外舷経由後部甲板の幹綱につながっていることから、枝綱が甲板

員Ａの体に絡む可能性は極めて低いと考えられる。 

(6) 甲板員Ａは、落水後しばらくの間は海面上に浮いていたことか

ら、落水時に甲板員Ａの体に枝綱等の索具が絡まっていた可能性

は低いと考えられる。 

(7) 甲板員Ｂの操業経験から、籠１個が海面に投げ入れられた際

に、準備していた別の籠１個の枝綱が絡むなどの理由により、同

時に舷外へ落下することがごく稀にあり、本事故時、準備してい

た別の籠１個の枝綱が絡むなどして籠が同時に２個落下した可能

性があると考えられる。 

(8) (2)～(7)から、甲板員Ａは、後部甲板右舷側通路付近で甲板員

Ｃに手渡す籠１個を両手で持ち、甲板員Ｃに手渡す準備をしてい

た際、甲板員Ｃが籠を海面に投げ入れ、甲板員Ａが準備していた

籠も同時に舷外に落下した際に体勢を崩して落水したものと考え

られるが、甲板員Ａが落水した際の甲板員Ａと籠の状況及び２個

の籠が同時に落下した状況を明らかにすることはできなかった。 

(9)  作業用救命衣について、漁協が着用を指導していたものの、本

船では操業作業中に乗組員が着用しないことがあり、甲板員Ａ

は、本事故時も着用していなかったことから、落水後、長時間海

面上に浮かんでいることができず、海中に沈んだものと考えられ

る。 

原因 本事故は、日没後の薄明時、本船が田後港北方沖において操業中、

甲板員Ｃに手渡す籠を準備していた甲板員Ａが、同籠が舷外に落下し

た際、体勢を崩して落水したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・漁船の船員は、甲板上で漁ろう作業を行う場合、作業用救命衣を

着用すること。 

・漁船の所有者は、甲板上で漁ろう作業を行う船員に対し、作業用

救命衣を着用するよう指導を徹底すること。 

・小型漁船の船長は、自船の乗組員が甲板上で漁ろう作業を行う

際、作業用救命衣の着用状況を確認し、着用していない状況を認

めた際は作業用救命衣の着用を指導すること。 

・漁船の船員は、落水時に発見されやすいように、目立つ色の合羽

を使用することが望ましい。 

・甲板上に多数の索具を準備する漁船の船員は、繰り出される索具
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の絡み等が起きないように、索具の整理整頓をすること。 

・籠を使用する漁法で漁ろうに従事する漁船の船員は、籠を投下す

る際に網目に指が掛からないよう、配慮すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

事故発生場所 
（甲板員Ａが落水した場所） 
（令和７年１２月１０日 
１６時５６分頃以降発生） 

田後灯台 

鳥取県 
岩美町 

兵庫県 
香美町 

香住漁港 


